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〈会員の頁〉

3.  Ｑ＆Ａコーナー  -吸音材の使い方-
一般社団法人日本音響材料協会 運営委員会

Ｑ：建築施工者ですが，吸音材の使い方で設計者と考
え方が合いません．壁は，吸音用あなあきボード仕上
（中空層300 mm，多孔質材料充填）です．あなあきボー
ドは共鳴型なので，背後空気層を最大限とり，多孔質
材料をＲＣ躯体に直貼りすることにしました（施工面
でも好都合）．これで，両者の吸音率が加算されるこ
とにもなります．ところが，設計者から｢多孔質材料
は，あなあきボード背面に接して施工せよ｣と指示さ
れました．どうしてでしょうか？
Ａ：先に結論からいきます．設計者の指示に従った方
がよさそうです．図１.１1）のAとCの吸音率を図１.２1）

に示しました．明らかにAの方がCより吸音性能が優
れています．Aは，あなあきボードの背後に空気層が
ないように見えますが，実は，入射した音波は，多孔
質材料中を一部減衰した後透過していくのです．
また，図２1）では，多孔質材料の背後空気層と吸音
率の関係を示しています．背後空気層300 mmに着目
し，図１.２1）を見ると，あなあきボードは，250 Hz帯
域付近では，その特質が表われているようですが，高
音域側では，多孔質材料の吸音率を低下させているこ
とがわかります．つまり，質問中の「両者の吸音率が
加算される」は間違いということになります．これは，
｢吸音構造｣として一つの｢系｣で挙動しているからです．
以上，やや大雑把な説明になったようですが，文献2）

にわかりやすく解説されているので参照されたい．
なお，蛇足ですが，｢両者の加算｣の類似例では，
RC床構造で，以前使われていた｢推定L等級3）（現場に
おけるスラブ素面の床衝撃音レベル標準値から床衝撃
音レベル低減量を減じた値より設定）の類の表示｣（特
にタイヤの場合），また，防音室等の多層遮音構造で，
部材ごとの｢透過損失の単純加算｣などが散見され，こ
れらの推定は不具合を誘発しかねないので注意しよ
う． （回答；運営委員会 宮尾健一）
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図1.21）　あなあき板構造における下地材料の位置による吸音特性の変化例.
A，B，Cは下地材料の位置（図1.1参照）
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図21）　 多孔質材料の吸音特性に対する背後空気層の影響，（多孔質材料，厚
さ25 mm）
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図1.11）　あなあき板構造における下地材料の位置
a．あなあきボード
b．下地材料
c．空 気 層
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